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10月末人口世帯数

人口 14，253人

[ 10月中の異動=転入

48 転出 51 出生 15 

死亡 10 職権記載 4

職権消除 4=2人増〕

世帯数 3，873世帯

(10月中の異動=なし〕
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結
論

ま
ず
実
状
調
査
を

黒
田
沖
埋
立
て
に
と
も
な
う

漁
業
被
害
対
策
協
議
会
ひ
ら
く

開発関誌

州
出
・
什
通
産
省
の
指
定
に
よ

る
工
場
適
地
調
査
を
お

こ
な
う
た
め
、
県
の
係

官
来
町
、
調
査
お
こ
な

汽
ノ

氾
@
川
げ
し
ゅ
ん
せ
つ
船
に
よ

る
黒
田
沖
埋
立
て
作
業



(2) (178号〉込Eまヵョrな幸良

長
浜
町
議
会
の
十
月
定
例
会
は
、
十
三
日
か
ら
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
老
人
の
医
…

療
費
の
無
料
化
、
老
人
施
術
料
の
補
助
、
児
童
手
当
支
給
条
例
の
改
正
な
ど
十
五
の
議
案
一

を
原
案
ど
お
り
可
決
す
る
と
と
も
に
、
陳
情
、
請
願
な
ど
十
件
の
報
告
案
件
を
い
ず
れ
も
…

採

択

(

選

ん

で

取

り

あ

げ

る

こ

と

)

し

ま

し

た

。

一

ま
た
、
議
案
の
う
ち
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
今
回
約
四
千
八
百
万
円
が
計
上
さ
れ
一

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
会
計
予
算
は
つ
い
に
十
億
円
台
(
と
の
額
は
小
さ
い
市
の
…

予
算
に
匹
敵
す
る
)
を
突
破
、
本
町
行
政
の
事
業
量
の
大
き
さ
を
一
不
し
ま
し
た
。
‘

可
決
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
お
も
な
こ
と
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一般会計は10億円を突破

叩

月

か

ら

長
浜
町
に
住
民
登
録
が
あ
る

満
七
十
五
才
以
上
の
お
年
寄
り

の
方
は
、
こ
の
十
月
一
日
か
ら

医
療
費
を
無
料
に
す
る
!
と
い

う
「
老
人
医
療
費
給
付
条
例
」

を
定
め
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。と
れ
は
医
者
が
医
療
費
を
受

け
取
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
な

く
て
、
該
当
者
の
自
己
負
担
分

(
国
民
健
康
保
険
は
互
旬
、
社

会
保
険
の
被
扶
養
者
は
5
一泊)

を
町
と
県
が
半
分
づ
っ
負
担
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。

十
月
一
日
現
在
、
町
内
に
は

満
七
十
五
才
の
方
が
約
五
百
四

十
人
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
今

後
七
十
五
才
に
な
ら
れ
る
方
も

つ
ぎ
つ
ぎ
と
こ
の
条
例
が
適
用

さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
条

例
を
定
め
た
目
的
は
、
お
年
寄

り
の
方
が
医
師
に
か
か
り
ゃ
す

い
よ
う
に
、
つ
ま
り
、
老
後
を

健
康
で
明
る
く
暮
ら
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
と
い
う
こ
と
か
ら

め
ぬ
め
ぬ
め
，
ぬ
め
ぬ
め
ぬ
め
，
ぬ
め
ぬ
め
OAF

A 
輪駆

【
質
問
】
ド
ル

ν
ョ
ッ
ク
に

よ
る
経
済
不
安
の
中
で
、
昭
和

電
工
、
昭
和
サ
ボ
ア

7

の
誘
致
は
計
画
ど
お

Y
語
り
進
む
か
ど
ラ
か

日
-
ヨ

U

H
ニ
宮
金
之
助
氏
。

勾

一

シ

致

【

答

弁

】

若

干

時

周
一
ル
誘
間
的
な
差
は
あ
っ
て

竹
一
ド
と
も
根
本
的
に
ζ

の
計

)

一

画

が

く

ず

れ

る

と

い

年
一
う
こ
と
は
な
く
、
計
画
ど
お
り

刊
一
進
行
し
て
ゆ
く
と
確
信
し
て
い

広
一
る
H

町
長
。

。
一
【
質
問
】
誘
致
工
場
の
従
業

平
一
員
住
宅
団
地
は
、
八
多
喜
や
大

ho
一
洲
な
ど
に
立
地
さ
れ
る
と
い
ラ

叫
一
ζ

と
の
な
い
よ
ラ
計
画
が
で
き

日
一
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
進
ち

E
一
ょ
く
状
況
を
説
明
さ
れ
た
い
。

-
H問。

門
答
弁
】
私
の
責

任
に
お
い
て
基
本
ど

お
り
、
で
き
る
限
り

長
浜
町
の
町
の
近
く

に
立
地
し
て
ゆ
く
考

え
で
あ
り
、
現
在
昭

和
電
工
に
お
い
て
は

社
宅
団
地
の
用
地
を

き
が
す
一
方
、
町
は
あ
っ
せ
ん

の
便
宜
を
は
か
つ
て
い
る
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
ま
も
な
く
昭
和

電
工
の
方
か
ら
具
体
的
な
案
が

出
て
く
る
と
思
う
H

町
長
。

【
質
問
】
住
民
健
康
調
査
の

ほ
か
に
、
海
中
の
動
植
物
お
よ

び
陸
上
の
植
物
や
土
壌
調
査
に

つ
い
て
は
ど
ラ
す
る
考
え
か
O

H

小
川
儀
三
郎
氏
。

従業員住宅の立

地場所について

今
後
の
診
療
の
受
け

か
た
と
、
医
療
費
給

付
申
請
の
方
法

該
当
者
の
方
が
今
後
医
者
に

か
か
る
と
ぎ
は
マ
ま
ず
該
当
者

本
人
の
申
請
に
よ
っ
て
、
町
が

す
で
に
交
付
し
て
い
る
「
老
人

医
療
費
給
付

資
格
者
証
」

を
保
険
証

と
い
っ
し
ょ

に
医
師
に
提

示
し
診
療
を

受
け
ま
す
マ

そ
し
て
一
応

自
己
負
担
分

の
医
療
費
は

該
当
者
が
支

誌
い
ま
す
マ

こ
れ
を
支
払

う
と
、
医
師

が
「
老
人
医

療
費
給
付
申

請
書
兼
診
療

報
酬
請
求
額

証
明
書
」
と

い
う
も
の
に

必
要
な
こ
と

【
答
弁
】
こ
れ
ら

の
調
査
も
当
然
必
要

性
が
出
て
く
る
の
で

今
後
取
り
組
ん
で
ゆ

く
考
え
だ
。
し
か
し

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
準

備
に
つ
い
て
は
ま
だ

完
全
に
で
き
あ
が
っ

て
い
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

早
く
実
施
で
さ
る
よ
う
整
備
を

し
て
ゆ
た
ま
い

l
町
長
。

『
質
問
】
こ
の
ほ
ど
選
任
さ

動植物 J 土壌

の調査は?

10月定例町議会第一日目，一例質問風景ー黒田沖埋立てにともなう漁業被害問題について質問が
おこなわれることから，漁業者の方を中心に傍聴席はいっぱいとなりました。

れ
た
長
浜
町

公
害
対
策
審

議
会
委
員
の

人
選
に
は
手

抜
か
り
が
あ

る
と
恩
ろ
が

ど
う
か
H
H
岡

【悠豆汁】

専
門
的
に
は

愛
媛
大
学
の

理
学
部
や
工

学
部
の
先
生

ま
た
、
水
産

関
係
に
つ
い
て
は
長

浜
高
校
か
ら
専
門
の

先
生
に
参
加
い
た
だ

く
な
ど
し
て
い
る
の

で
、
本
町
の
場
合
大

体
こ
れ
く
ら
い
の
メ

シ
パ

1
で
適
当
だ
と

思
ラ
。
も
し
、
こ
れ

で
ど
う
し
て
も
ダ
メ
だ
と
い
う

よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
場
合
は

大
学
な
ど
へ
研
究
と
か
調
査
を

依
頼
す
れ
ば
よ
い
と
思
う
日
町

公害対策審議委

員の人選について

が
ら
を
書
い
て
渡
し
て
く
れ
ま

す
マ
ζ

れ
を
役
場
本
庁
受
付
係

か
、
も
し
く
は
連
絡
所
へ
提
出

し
ま
す
と
、
本
庁
提
出
分
は
即

時
、
連
絡
所
提
出
分
は
二
、
三

日
中
に
現
金
を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
(
受
給
の
際
は

印
鑑
が
必
要
で
す
)

万
才
に
な
っ
た
ら

す
ぐ
申
請
を

あ
な
た
が
満
七
十
五
才
に
な

っ
た
ら
、
印
鑑
と
保
険
証
を
も

っ
て
す
ぐ
役
場
本
庁
か
連
絡
所

へ
お
い
で
い
た
だ
き
、
備
え
置

き
の
「
老
人
戻
療
費
給
付
資
格

者
証
交
付
申
請
書
」
に
必
要
な

こ
と
が
ら
を
記
入
し
て
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
係
の
方
で
さ

っ
そ
く
資
格
者
証
を
交
付
し
ま

す。
園
は
加
才
以
下
で

来
年
実
施
か
?

と
こ
ろ
で
、
お
年
寄
り
の
医

療
費
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
も

「
老
人
医
療
保
険
制
度
」
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
の

制
度
が
施
行
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
町
の
条
例
は
不
用
と
な

り
ま
す
。
国
の
案
と
し
て
は
、
七
十
才

以
上
の
方
を
対
象
に
来
年
(
四

十
七
年
)
十
一
月
一
日
か
ら
実

施
す
る
考
え
で
、
医
師
に
「
医

療
手
帳
」
と
い
う
よ
う
な
も
の

を
提
示
し
さ
え
す
れ
ば
、
無
料

で
医
師
に
か
か
れ
る
と
い
う
よ

う
な
も
の
で
す
。

刊
才
以
上
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
料
な
ど
補
助

一
固
に
二
百
円

刊

月

か

ら

老
人
民
療
費
の
無
料
化
に
つ

づ
い
て
、
十
一
月
一
日
か
ら
は

は
り
、
ま
ゅ
う
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

の
施
術
料
に
つ
い
て
も
町
が
補

助
を
す
る
と
い
う
「
老
人
施
術

(
は
り
、
き
ゅ
ろ
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
)
補
助
支
給
条
例
」
を
定
め

る
こ
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
を
定
め
た
目
的
は
、

医
療
費
の
無
料
化
と
同
じ
く
施

術
料
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と

長。
【
質
問
】
老
人
の
医
療
費
の

無
料
化
を
。
所
得
制
限
な
し
で

満
七
十
才
か
ら
に
し

b

て
は
ど
ラ
か

o
H洲

州
?
尾
勝
利
氏
。

無

は

【

答

弁

】

国

が

来

費
で
年
の
十
一
月
か
ら
満

療
ら
七
十
才
以
上
を
対
象

医
か
に
実
施
す
る
き
ぎ
し

人

寸

も

あ

る

ι
と
な
の
で

宅
列
町
の
財
政
事
情
も
ど

判
断
い
た
だ
い
て
、

し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た

い
H
町
長
。

【
質
問
】
農
政
の
方
向
づ
け

お
よ
び
、
こ
れ
ま
で
の
過
剰
投

資
に
と
も
な
ろ
返
済
金
の
問
題

に
つ
い
て
町
の
指
導
方
針
を
伺

い
た
い
日
桜
田
和
夫
氏
。

【
答
弁
】
方
向
づ
け
は
、
国

が
抜
本
的
な
施
策
を
進
め
な
い

か
ぎ
り
定
ま
ら
ず
、
町
と
し
て

も
苦
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
返

に
よ
っ
て
、
ど
し
ど
し
施
術
を

利
用
さ
れ
、
健
康
で
明
る
い
老

後
を
す
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
ラ

に
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

補
助
が
受
け
ら
れ
る
方
は
、

長
浜
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
満

七
十
才
以
上
の
お
年
寄
り
で
、

十
一
月
一
日
現
在
で
は
約
千
百

五
十
人
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
補
助
制
度
を
適
用

す
る
の
は
、
町
の
指
定
業
者

め
ぬ
め
ぬ
め
A

済
金
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
も
園
、
県
、

町
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
だ
日

町
長
。

【
質
問
】
黒
田
沖
埋
立
て
に

と
も
な
ろ
漁
業
被
害
問
題
に
つ

い
て
、
町
長
の
責
任

あ
る
答
弁
を
伺
い
た

る

害

い

H
ニ
宮
、
小
川
、

す
被
洲
尾
氏
。

う

業

【

答

弁

】

事

務

上

ど
漁
か
ら
は
一
応
、
こ
う

い
っ
た
影
響
被
害
も

含
ん
で
保
障
が
し
て
あ
る
と
私

は
解
釈
し
て
い
る
が
、
現
実
の

問
題
と
し
て
、
専
門
的
に
検
討

を
し
、
町
と
漁
協
と
漁
民
と
が

一
体
と
な
っ
て
解
決
つ
け
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
U
町
長
。

町の農政指

導方針は?

(

後

記

の

と

お

り

)

で

、

は

り

、

一

-

き

ゅ

う

、

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

う

ち

一

一

第

七

回

社

会

福

祉

大

会

で

の

一

い
ず
れ
か
に
か
か
っ
た
場
A
R

一

山

八

敬

称

略

V

町

が

一

回

に

つ

主

一

百

円

を

補

二

表

彰

お

よ

び

感

謝

状

授

与

者

一

助

す

る

も

の

で

す

。

一

二
【
町
長
表
彰
】
松
本
作
次
五
月
、
頼
永
一
夫
マ
黒
田

H
-

た

だ

し

、

医

療

保

険

に

よ

る

一

一
山
郎
(
長
浜
)
、
深
井
満
子
(
今
東
正
一
マ
沖
滞
日
湊
隼
人
、

療

養

費

の

支

給

対

象

と

な

る

、

一

一

坊

)

、

滝

内

昇

(

白

滝

)
H
小
西
ナ
チ
子
マ
今
坊

H
津
田
一

は

り

、

マ

ッ

サ

ー

ジ

施

術

料

に

一

-

一
一
以
上
は
民
生
委
員
永
年
勤
続
龍
雄
、
津
田
高
子
、
矢
野
昌
山

つ
い
て
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
一
一
般
会
計
に
今
回
、
四
千
八
一
一
に
た
い
し
マ
宮
本
幹
之
進
子
マ
櫛
生
日
植
杉
岳
志
、
政
一

今

後

の

施

術

の

か

か

り

一

一

一
百
二
十
六
万
四
千
円
を
補
正
す
一
一
(
長
浜
)
、
上
回
一
(
長
浜
)
所
信
行
、
大
元
宗
一
一
〉
出
海
山

か

た

と

支

払

料

金

一

一

町
が
交
付
す
る
「
長
浜
町
老
一
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
二
石
住
卯
一
(
長
浜
)
、
立
脇
リ
河
井
祥
恵
、
山
口
ミ
ツ
子
一

一
こ
の
補
正
で
当
会
計
の
予
算
一
…
字
之
助
(
青
島
)
、
門
回
一
マ
上
老
松
H
叶
義
章
マ
豊
茂
…

川
一
一
月
計
十
一
一
日
制
ト
ド
一
総
額
は
十
億
四
千
五
十
三
万
円
一
一
一
一
(
白
滝
)
リ
以
上
は
区
長
日
山
本
辰
雄
、
増
田
勝
利
、
一

者
証
」
を
業
者
に
見
せ
て
施
術
一
と
な
り
ま
し
た
。
一
一
永
年
勤
続
に
た
い
し
マ
第
四
松
本
春
明
マ
白
滝
リ
大
西
弥
一

を
受
け
、
業
者
が
請
求
す
る
金
一
こ
の
補
正
予
算
の
お
も
な
使
一
一
十
六
区
リ
地
域
環
境
美
化
功
市
上
田
秀
明
、
鶴
岡
ユ
リ
子
一

額
か
ら
二
百
円
を
差
引
い
た
金
一
い
道
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
ニ
労
に
た
い
し
マ
高
橋
仙
三
上
満
治
雄
マ
柴
H

鶴
岡
亀
延
…

額
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
業
一
豊
茂
の
駄
場
地
区
道
路
、
長
一
一
(
白
滝
)
H老
人
ホ
l
ム
で
の
渡
辺
千
代
子
【
町
長
・
共
同
一

者
の
方
に
は
こ
の
と
と
に
つ
い
一
浜
の
港
町
地
区
道
路
、
下
須
戒
孟
指
導
者
的
活
躍
に
た
い
し
。
募
金
会
長
感
謝
状
】
長
浜
町
…

て
7

リ
岬
干
み
で
す
か
ら
。
一
の
新
造
替
地
地
区
道
路
、
今
坊
一
一
【
社
協
会
長
表
彰
】
長
浜
仏
教
会
H
H
共
同
募
金
功
労
に
一

四竺
L
な
っ
た
ら
一
橋
立
浜
の
飲
料
水
設
備
の
整
備
一
一
小
営
校
児
童
会
H

施
設
慰
問
た
い
し
【
町
長
・
社
協
会
長
一

す
戸
川
駅
以
出
を
一
黒
田
の
大
屋
集
会
所
建
設
な
ど
ニ
や
共
同
募
金
な
ど
の
功
労
に
感
謝
状
(
社
会
事
業
へ
の
寄
一

あ
な
た
が
満
七
十
才
に
な
っ
一
地
方
改
善
施
設
整
備
費
に
約
千
一
一
た
い
し
。
付
に
た
い
し
)
】
長
浜
H

三
村
一

た
ら
、
す
ぐ
「
長
浜
町
老
人
施
一
四
百
万
円
マ
夏
か
ん
品
種
更
新
戸
【
町
長
感
謝
状
】
櫛
生
保
石
造
、
谷
田
久
太
郎
、
岡
成
一

術
(
は
り
、
き
ゅ
ラ
、
マ
ッ
サ
一
事
業
、
み
か
ん
共
同
貯
蔵
庫
設
一
一
育
所
母
の
会
H

櫛
生
保
育
所
美
マ
仁
久
リ
藤
岡
ハ
ル
エ
マ
一

l
ジ
)
補
助
金
受
給
資
格
者
証
」
一
霞
事
業
な
ど
農
業
振
興
費
に
約
十
一
へ
の
ピ
ア
ノ
寄
付
に
た
い
し
黒
田
日
中
上
芳
則
、
大
谷
久
一

を
交
付
す
る
よ
う
、
印
鑑
ど
持
一
七
百
四
十
万
円
マ
大
平
石
神
線
一
一
【
献
血
感
謝
状
(
献
血
三
回
士
ロ
マ
櫛
生
H
松
浦
キ
ヨ
子
、
一

参
の
ラ
え
、
役
場
受
付
係
へ
お
一
道
路
と
出
石
郷
之
峠
線
道
路
の
一
…
以
上
)
】
長
浜
H
岡
田
福
美
西
尾
七
五
三
雄
マ
下
須
戒
H

一

申
し
出
く
だ
さ
い
c

一
改
良
費
に
三
百
十
万
円
マ
老
人
-
一
久
保
美
江
、
吉
岡
英
則
、
吉
稲
田
賢
敏
、
藤
岡
喜
代
夫
マ
一

1
I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-
J
一
の
医
療
費
や
施
術
費
の
補
助
な
一
…
岡
節
子
、
永
井
敬
之
助
、
矢
豊
茂
H

西
山
マ
サ
ミ
マ
白
滝
一

一
〉
片
原
町
二
ど
老
人
福
祉
費
に
約
四
百
五
十
一
一
野
元
幸
夫
、
浜
田
潤
、
平
田
口
上
回
謙
吉
、
新
隆
士
同
一

一
¥
/
熊
本
俸
二
万
円
マ
大
和
小
学
校
建
設
に
と
一

F
i
l
-
-
j
i
-
-
i
t
z
i
-
-
i
E
l
i
z・'iEzi--ZEB--zL

一
鮎
者
駒
野
寿
賀
一
一
一
一
一
軒
町
一
一
一
耕
一
一
弘
一
時
一
さ
れ
ま
し
た
。
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一

刻

業

)

一

一

一

国

の

児

童

手

当

一

児

童

は

人

閣

の

未

来

を

に

な

う

一

の

定

轍

出

来

町

一

一

業

費

に

約

二

百

七

十

万

円

マ

有

一

一

も

の

、

お

と

な

た

ち

み

ん

な

で

一
給
指
司
船
津
喜
久
男
二
線
放
送
施
設
費
に
二
百
万
円
マ
一
国
の
児
童
手
当
制
度
の
内
容
一
た
い
せ
つ
に
育
て
て
;
な
く

一
支
術
配
新
町
二
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
用
可
動
橋
管
一
は
、
す
で
に
回
覧
文
書
な
ど
で
一
て
は
な
ら
な
い
人
類
釦
伽
の
宝

一
馳
砧
f

細
川
針
、
灸
、
マ
二
理
委
託
料
に
約
百
三
十
万
円
マ
一
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
要
一
物
、
こ
う
し
た
考
え
の
も
と
に

一
補
な
サ
ー
ジ
治
療
所
一
一
魚
礁
設
置
費
に
百
万
円
マ
柴
公
一
点
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
一
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
ど
う
明

一

く

新

町

二

民

館

地

盤

工

事

費

に

約

八

十

万

一

八

支

給

さ

れ

る

条

件

V
一
使
ラ
の
が
一
番
児
童
の
た
め
に
一

一
〈
増
田
三
九
堂
二
円
マ
臣
官
浜
隣
保
館
の
職
員
設
置
一
十
八
才
未
満
の
児
童
が
三
人
一
な
る
か
今
か
ら
考
え
て
お
い
て
一

「
|
|
I
l
l
i
-
-一
一
費
に
約
八
十
万
円
な
ど
。
一
以
上
い
る
家
庭
で
、
三
人
白
の
一
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
時

0
1
0
1
4
1
4
1
4
1
1
1
1
4
1
1
!

一
児
童
か
ら
月
に
三
千
円
の
手
当
↑
八
支
給
の
手
続

v

一

長
浜
町
一
と
に
な
り
ま
し
た
。
↑
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
一
該
当
す
る
児
童
が
お
ら
れ
て
一

b

d

z、
す
一
こ
の
た
め
、
町
の
児
童
手
当
一
い
ま
す
。
一
手
当
を
受
け
た
い
在
、
印
鑑
一

拠
出
し
で
に
こ
と
一
の
支
給
と
国
の
児
童
手
当
主
で
す
か
ら
三
人
児
童
の
い
る
一
日
一
時
訪
れ
は
明
役
場
へ
お
申
一

同
事
色
一
v

w

え

し

の

四

月

一

一

家

で

は

月

三

千

円

、

四

人

児

童

一

一

L

四

品
訣
持
白
か
ら
町
独
一
給
が
重
複
し
な
い
よ
う
(
国
で
一
の
い
る
家
で
は
月
六
千
円
支
給
一
八
支
給
の
方
法

v

一

議
N
H

乃
自
で
児
童
一
支
給
さ
れ
る
児
童
に
は
町
か
ら
一
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
一
手
当
は
毎
年
二
月
、
六
月
、
一

蹴官選詰位五がコ即日間一一誠一一一一一一一一一一一一一一

E
F
象

教

育

終

了

一

一

ー

な

っ

て

い

ま

す

。

一

に

支

給

し

ま

す

)

一

韮

向

付

ま

で

の

第

一

一

ま

た

、

四

十

七

年

一

3
1
1
1
1
1
1
一

刊

当

ま

}

け

四

子

以

下

ご

か

ら

四

十

八

年

三

月

ま

で

一

菊

地

氏

再

選

一

回

住

定

糾

の

児

童

に

一

一

は

五

才

未

満

の

児

童

だ

け

一

町

教

育

委

員

の

菊

地

敏

行

氏

一

間

叫

吃

月

所

得

制

限

一

一

に

適

用

さ

れ

、

四

十

八

年

一

は

、

こ

の

十

月

十

九

日

で

任

期

一

羽

却

芯

ー

な

し

で

月

一

一

四

月

か

ら

四

十

九

年

三

月

一

満

了

と

な

り

ま

し

た

が

、

再

選

一

L
6副
J

年

千

円

の

児

一

一

ま

で

は

十

才

未

満

の

児

童

一

さ

れ

ま

し

た

。

一

川

帥

以

来

童

手

当

を

一

一

に

、

四

十

九

年

四

月

か

ら

一

謹

一

国

委

村

本

、

久

保

田

氏

一

日
山
}

1

4

j

花

一

一

義

務

教

育

終

了

前

中

学

一

計

監

査

委

員

で

あ

っ

た

L

I

-

-

U

3
す

ヵ

一

一

校

卒

業

前

)

ま

で

の

全

児

一

回

登

氏

の

退

任

に

と

も

な

ラ

後

一

来

年

(

四

一

一

童

に

支

給

さ

れ

る

と

と

に

一

任

は

村

本

武

郎

氏

。

ま

た

十

月

司

十
七
年
)
の
一
月
一

B
か

ら

は

ご

な

り

ま

す

。

な

お

、

児

童

一

十

二

日

で

任

期

満

了

だ

っ

た

久

国

が

児

童

手

当

を

支

給

す

る

と

一

一

手

当

は

生

活

費

の

足

し

前

一

保

田

好

秋

氏

は

再

選

。

四
千
八
百

万
円
補
正

ー
一
般
会
計
l

九
才
か
ら
医
療
費
無
料

町
と
県
が
負
担

で
す
の
で
、
こ
の
意
図
を
ど
認

識
い
た
だ
き
、
正
し
く
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

.J議計
a且... ・(46年10月現在)
町職員

• 



第2振興係です

介
し
ま
す
。

|
並
型
魚
礁

漁
協
組
合
長
ほ
か
組
合
の
役

職
長
、
漁
染
者
、
作
業
員
と
と

も
に
私
た
ち
は
潮
風
を
受
け
漁

礁
投
入
の
現
場
に
向
か
ラ
。
エ

シ
ジ
シ
の
式
日
は
リ
ズ
ム
に
の
っ

て
快
調
だ
。
目
的
地
に
つ
い
た

「
や
ま
は
え
l
か
」
(
漁
場
の
位

置
一
の
こ
と
)か
み

「
も
少
し
上
じ
ゃ

l
」

「
右
だ
l
」

「
ょ
っ
し
ゃ
え

l
ぞ」

(178号〉
唱.

第
二
振
興
係
と
い
う
と
、
い

っ
た
い
何
を
振
興
す
る
係
か
な

?
第
二
が
あ
る
な
ら
第
一
が

あ
る
は
ず
:
:
:
と
、
ま
ず
疑
問

を
お
も
ち
で
し
ょ
う
ね
。

こ
れ
を
ま
ず
お
答
え
し
て
お

き
ま
す
と
、
こ
の
係
の
大
屋
根

は
産
業
課
で
す
。
つ
ま
り
産
業

課
の
第
一
振
興
係
と
第
二
振
興

係
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
ず
第
一
振
興
係
と
い
う
の

を
説
明
し
ま
す
と
、
と
れ
は
主

と
し
て
第
一
次
産
業
の
中
の
農

林
業
を
振
興
す
る
係
で
す
。

そ
し
て
私
た
ち
第
二
振
興
係

と
い
ラ
の
は
、
そ
の
ほ
か
の
産

業
、
す
な
わ
ち
漁
業
、
商
工
業

畜
産
、
観
光
、
そ
れ
に
国
営
パ

イ
ロ
ッ
ト
事
業
な
ど
を
振
興
し

て
ゆ
く
係
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
係
は
三
人
。
ス
ペ
ー
ス

の
都
合
で
こ
れ
ら
の
仕
事
を
い

ち
い
ち
説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、

今
回
は
こ
れ
ら
の
仕
事
の
う
ち

漁
業
振
興
の
中
心
事
業
で
あ
る

漁
礁
設
置
作
業
(
魚
の
巣
設
置

別
に
グ
魚
の
ア
パ
ー
ト
づ
く
り
4

と
も
い
う
〉
に
あ
た
る
一
幕
を

描
写
し
て
み
ま
し
た
の
で
ど
紹

Sまカ電な割吏Mよ

たお
えにた
てず
ね

口同
門

U
η
4
 
月竹
一
田
町
内
の
人
口
構
成
、
つ
ま

J
一
り
、
年
令
層
別
や
業
種
別
人
口

4
一
な
ど
が
わ
か
る
よ
う
で
し
た
ら

引
一
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

1
・
一
十
三
区
井
内
旦

い
一
(
商
業
・
三
十
一
才
)

純
一
一
切
」
く
最
近
の
も
の
は
ま
だ

同
一
統
計
的
に
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ

研
一
ん
が
、
本
町
の
臨
海
工
業
開
発

日
・
に
と
も
な
っ
て
、
き
る
四
十
四

年
の
十
月
一
日
に
町
の
開
発
課

が
お
こ
な
い
ま
し
た
住
民
実
態

調
査
に
よ
る
結
果
が
つ
年
の
よ

ろ
に
出
て
い
ま
す
の
で
ど
利
用

く
だ
さ
い
。

(3) 

女総人 11

7，762人

52日岡山
1352 71-民() 4守21
|制 fi(j- iO 3お

1313 Gl- H5 房王|

343 HO 面目
1401 51- "‘3 4391 

f4お .ttj- 50 542 

|摺 41--15 問|

1565 3{i- 4() 問|

1361 31-35 5云1
1320 26 3(} 叫4

「副 21 25 450 

I函元 11)- 20 間|

m 11- 15 749 1 

16窃 1(} 間|

15臥 ()-5才 517人|
l' 1 r I-'!'i  I f I --r-l 

口構成一

年令別人口

一人

男 総人口

6，886人

ひっくり返っているのではありません。魚のアパート，つまり魚礁
を設置しているととろです。私たち係も現場まで出向ぎます。

と
い
ラ
一
声
大
き
な
声
と
と
も

に
皆
の
動
き
が
早
く
な
る
。

「
や
る
ぞ

l
」

の
合
図
と
と
も
に
振
子
の
よ
ラ

な
三
個
の
魚
礁
が
左
舷
に
振
れ

た
と
同
時
に
船
は
四
O
反
近
く

傾
ぎ
積
み
込
ま
れ
た
百
個
の
ゴ

シ
ク
リ
l
ト
魚
礁
が
飛
沫
を
あ

げ
て
海
中
に
投
入
さ
れ
る
。

船
の
傾
斜
に
あ
わ
せ
み
ん
な

は
そ
こ
ら
あ
た
り
の
も
の
に
つ

か
ま
り
身
体
を
さ
さ
え
る
。

わ
が
身
も
ろ
と
も
海
に
飛
び

込
ん
で
い
く
よ
う
な
姿
勢
、
一

瞬
目
を
閉
じ
る
。

そ
れ
も
つ
か
の
ま
、
つ
ぎ
に

は
船
の
復
元
力
で
反
対
に
傾
く

頭
と
頭
、
そ
ゴ
ツ
シ
と
目
か
ら
火

が
出
る
ほ
ど
鉢
合
わ
せ
す
る
人

も
あ
る
。
だ
が
声
も
出
さ
ず
、
な
ん
の

こ
れ
し
き
負
け
て
な
る
か
。

船
は
正
常
に
な
っ
た
。
お
互

い
の
顔
と
顔
を
見
合
わ
す
。
ど

の
顔
も
日
焼
の
う
え
に
し
ぶ
き

を
受
け
て
輝
き
を
い
っ
そ
ラ
ひ

1(}0 出)0 30(} I肌}九{川山川 ;1凶 Vv{人) 700 600 500 400 300 200 1凶

業種別人口

業

耕一三一↓

き
た
て
る
。

こ
こ
で
は
じ
め
て
魚
場
を
つ

く
っ
た
ん
だ
と
実
感
が
わ
い
て

く
る
。ー
沈
船
魚
礁

i

廃
船
に
穴
を
あ
け
た
。
ゴ
!

と
音
を
た
て
て
海
水
が
船
内
に

渦
を
巻
い
て
流
れ
込
む
。
さ
ら

に
石
船
か
ら
石
が
積
み
込
ま
れ

み
る
み
る
う
ち
に
、
こ
の
五

O

J
の
船
が
水
か
さ
を
増
し
水
面

す
れ
す
れ
に
な
っ
た
。

船
は
二

O
度
、
四
O
度
、
五

O
度
と
傾
斜
度
を
つ
け
て
尻
か

ら
涜
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
勇
壮
な

状
況
は
戦
時
中
を
思
い
だ
し
海

々
戦
の
よ
う
。

「
守
る
も
攻
め
る
も
:

と
軍
艦
マ

l
チ
の
曲
を
口
ず
さ

み
た
く
な
る
感
じ
。
と
と
に
漁

場
が
で
さ
た
の
だ
/
魚
の
ア
パ

ー
ト
が
で
き
た
の
だ
/
こ
の
近

代
的
な
住
み
心
地
の
よ
い
と
こ

ろ
へ
「
魚
よ
漁
場
い
っ
ぱ
い
に

住
ん
で
く
れ
よ
」

と
願
い
は
み
な
同
じ
、
み
ん
な

の
姿
は
夕
日
に
は
え
て
い
る
。

三三時人tこヒ二月三三三?
~三三三三三三三
ココE三三三三三三三ね三三三あか

ず
ば
り
「
琴
の
心
は
?
」
と

た
ず
ね
る
と
、
会
員
一
同
「
ワ

ワ
l
」
と
嘆
声
合
あ
げ
る
。

「
む
つ
か
し
い
質
問
で
す
ね

i
」

と
お
琴
の
先
生
。
ワ
イ
ワ
イ
い

っ
て
る
ラ
ち
に
、

「
日
本
人
に
ピ
ッ
夕
刊
ノ
l
」

と
い
う
と
と
ば
が
聞
こ
え
て
一

腕
時
静
か
に
な
る
。

ど
ラ
や
ら
と
れ
で
あ
る
。

へ
た
な
ピ
ア
ノ
は
耳
う
る
さ

い
が
、
琴
な
ら
そ
の
音
色
だ
け

で
も
ほ
の
ぼ
の
と
す
る
ー
と
い

う
人
は
多
い
。
琴
の
音
色
そ
の

も
の
に
日
本
人
の
心
が
あ
る
よ

う
だ
。あ
か
ね
会
は
そ
ん
な
日
本
人

の
心
を
か
な
で
る
琴
の
グ
ル
ー

プ。
松
山
に
本
部
が
あ
り
、
長
浜

支
部
が
で
き
て
、
も
う
か
れ
こ

れ
十
年
と
い
う
。

当
時
は
現
在
の
支
部
長
で
あ

る
本
町
の
宗
野
勝
さ
ん
方
で
例

お
寄
せ
く
だ
さ
い 練習風景 とれから合奏をしようというところです。おや?中

央の方は男性では?そうです時には飛入りもあるんですよ。

会
員
紹
介
八
敬
称
略

V

味
村
藤
子
、
奥
島
敬
子
、
宗
野
邦
子
、
向
井

真
弓
、
山
本
孝
子
、
辻
恵
利
子
、
松
本
す
み
子

川
崎
弘
子
、
池
田
や
よ
い
、
川
上
恵
、
三
河
弥

生
、
矢
野
美
枝
(
以
上
全
員
大
字
長
浜
)
、
山

本
千
樹
(
大
洲
)

会
を
闘
い
て
い
た
が
、
こ
の
四

年
ほ
ど
前
か
ら
は
長
浜
小
学

校
体
育
館
正
門
前
の
味
村
さ
ん

(
会
員
)
方
で
開
い
て
い
る
。

琴
を
教
え
る
先
生
は
、
は
る

ば
る
松
山
か
ら
迎
え
る
。

会
員
は
現
在
十
三
人
で
全
員

女
性
。
小
学
一
年
生
と
い
う
か

わ
い
い
お
嬢
ち
ゃ
ん
か
ら
中
年

の
奥
さ
ん
の
顔
も
見
え
る
が
、

や
は
り
二
十
才
前
後
の
娘
さ
ん

が
多
く
、
嫁
入
り
前
の
修
業
か

な
?
っ
て
感
じ
?
?

プ弘狩

ミ伽

判

入
会
し
た
い
き
さ
つ
の
中
に

は
、
親
が
か
な
え
ら
れ
な
か
っ

た
夢
(
琴
を
習
う
こ
と
)
を
と

ど
も
に
託
し
て
・
・
・
:
・
と
い
ラ
よ

う
に
、
親
の
す
す
め
も
あ
っ
て

入
会
し
た
娘
さ
ん
も
い
る
。
ま

た
楽
器
の
一
つ
と
し
て
や
っ
て

み
た
い
/
と
い
ろ
音
楽
マ
ニ
ア

も
い
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
あ

る。
「
お
琴
を
や
っ
て
い
る
と
、

精
神
と
か
礼
儀
作
法
ま
で
が
正

さ
れ
ま
す
」
と
い
ろ
。

琴
は
安
く
て
三
万
円
く
ら
い

だ
と
い
う
と
と
だ
が
、
給
料
を

た
め
て
買
っ
た
り
、
親
か
お
り
買
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八
豊
か
な
生
活
へ
の
希
室
と
ア
イ
デ
ィ
ア

V

V
経
済
面
の
豊

か
さ
、
精
神
面
の
豊
か
さ
、
そ
の
他
も
ろ
も
る
の
豊
か
さ
、
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
マ
一
千
字
以
内
寸

八
お
た
ず
ね
に
答
え
て

V
マ
町
の
仕
事
に
か
ん
す
る
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
結
構
で
す
。
お
た
一

ず
ね
く
だ
さ
い
。
マ
字
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
-

い
ず
れ
も
マ
た
て
書
き
マ
住
所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
明
記
の
こ
と
マ
内
容
を
変
え
な
い
一

程
度
に
直
す
場
合
あ
り
マ
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
マ
あ
て
先
は
長
浜
町
役
場
総
務
課
広
報
-

係。

っ
て
も
ら
っ
た
り
で
、
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
も
の
を
も
っ

て
い
る
。

例
会
は
、
ほ
と
ん
ど
練
習
が

中
心
だ
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り

女
性
の
集
ま
り
、
う
っ
か
り
す

る
と
話
は
と
ん
で
も
な
い
方
向

に
進
む
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か

し
、
琴
の
前
に
座
る
と
他
の
こ

と
は
何
も
考
え
ら
れ
な
い
。
つ

ま
り
考
え
て
い
る
と
琴
が
引
け

な
い
と
い
う
と
と
だ
そ
う
だ
。

先
生
か
ら
は
、
と
く
に
基
本
的

な
と
と
や
、
む
つ
か
し
い
と
よ
一

ろ
そ
れ
に
新
曲
な
ど
を
い
ろ
い
一

ろ
教
わ
る
。
時
に
は
合
奏
を
し
一

会
場
は
琴
の
音
一
色
と
な
る
。
一

年
に
は
何
度
か
、
演
奏
会
や
発
一

表
会
に
も
参
加
す
る
が
、
そ
の
一

日
が
近
づ
く
と
会
員
も
一
段
と
一

練

習

に

熱

が

入

る

。

一

琴
に
お
い
て
も
同
じ
、
一
段
一

一
段
上
達
す
る
過
程
に
は
、
何
一

度
と
な
く
カ
ペ
に
ぶ
ち
あ
た
り
曹

こ
れ
を
打
ち
破
る
の
が
た
い
へ

ん
と
い
う
。

「
ま
あ
ま
あ
と
い
わ
れ
る
く

ら
い
に
引
け
る
よ
う
に
な
る
の

は
約
三
年
で
す
ね
」
と
先
生
。

琴
の
曲
と
い
え
ば
、
お
正
月

に
有
線
放
送
な
ど
で
流
し
て
い

る
。
「
春
の
海
」
と
か
「
六
段
」

な
ど
は
私
た
ち
に
も
な
じ
み
深

い
「
日
本
が
あ
る
限
り
、
琴
は

な
く
な
ら
な
い
」
と
、
み
ん
な

自
信
た
っ
ぷ
り
。

そ
れ
は
、
琴
あ
る
限
り
、
あ

か
ね
会
は
続
く
と
い
う
こ
と
だ

ろう・・・・・・。
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が
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、
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を
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し
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し
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。
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茂
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。
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催
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櫛
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右
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|

|

|

|

I

l

l

i

-

-

I

l

l

i

-

-

i

一

五

を

櫛

生

保

育

所

へ

。

長

官

一

貫

一

状
と
記
念
品
を
受
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応
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弐
六
百
一
今
回
の
ご
協
力
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干
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Q
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一

定
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佐
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意
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鰯
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直

一

人

中

五

百

六

十

四

人

一

に

あ

り

が

と

ラ

ご

ざ

い

ま

し

一

だ

し

、

ひ

き

つ

づ

き

嘱

託

と

し

一

入

己
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一

退

一

一

こ

う

い

っ

た

技

掛

綿

織

懇

切

手

三

幻

の

方

が

調

査

に
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協

力
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た

だ
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た
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勤
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麟
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四
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調
査
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健
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十
一
月
四
日
か
ら
長
泣
い
保
一
規
一
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1
1
1
2
5
6
一
一
一
一
什
5
回
目
臥
日
一
一

い
る
わ
け
で

i
r綴
盤

機

線

鶴

間

以

務

め

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

o

一

対

策

協

議

会

長

浜
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一
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へ
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一
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ト

ト
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E

1

一

千

日

計

十

位

悲

十

訴

え

が

お

話

回

日

ド

ド

ド

川

一

一

備

一

立

王

一

一

蹴
嬢
接
関
磁
麟
盤
良
計
三
一
一
才
)
も
ま
た
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲
者
。
を
聞
か
さ
れ
な
が
ら
、
安
置
さ
た
れ
た
が
、
周
知
の
ご
と
く
、
一
「
一
正
訂
正
配
一

鱗

鱗

鰯

鶴

盤

機

騒

事

一

さ

る

五

月

一

目

、

長

浜

町

農

協

選

果

場

の

斗

別

れ

て

い

る

妻

の

震

の

ふ

た

を

カ

ラ

ー

は

一

日

鳴

か

ず

と

も

ど

一

三

一

一

一

五

ニ

オ

議

藤

誠

鞠

鶴

雄

麟

間

業

一

4
(
自
転
車
で
走
、
っ
て
い
て
、
ダ
ン
プ
カ
ー
に
取
る
o

こ

か

で

は

交

通

事

故

が

オ

二

落

一

原

一

一

字

削

二

一

一

議

設

羅

針

畿

麟

慎

一

け

ね

ら

れ

た

上

タ

イ

ヤ

の

下

敷

き

と

な

り

一

言

悲

惨

グ

っ

て

い

え

よ

く

は

知

ら
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一

一

部

一

析

片

一

一

部

一

駅

惣
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出
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時

け
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持

町

村

1

交
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一
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日
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一
一
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2
一
一

わ

が

妻
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交

通

事

故

に

遇

し

て

「

良
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ゃ
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グ

千

代
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ぞ

グ

形

あ
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も
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滅
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d

と
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型
郵
便
物
も
は
い
る
郵
政
一

く
、
常
時
刻
々
と
時
を
刻
み
つ
叫
冷
静
沈
着
に
心
身
の
調
和
を
一
本
全
国
、
元
旦
に
届
き
ま
す
o

-

し

二

一

省

規

格

品

を

郵

便

局

や

切

手

販

吋

話
均
一
一
ド
日
十
日
間
一

J
u
p一
千
ほ
諮
問
器
付
比
一
円
日
(
自
)
は
一
ま
時
一
一
一
一
ー
は
省
略
し
て
か
…

1
1吋
一
一
哨
げ
て
一
一
一
ー
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま

も

あ

っ

た

。

て

い

た

だ

き

た

い

と

思

う

o

一

年

賀

状

デ

i

一

ま

た

自

分

の

郵

便

番

号

も

お

一

〈

4
7
2
L

一ゴ
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ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
で

一
一
養
護
誠
一
一
一
吉
駅
一
一
一
一
一
位
一
喜
一
…

(178号j
iま告て霊建設構蔓主主

五
月
一
日
、
出
か
せ
ぎ
の
私

た
ち
父
子
の
も
と
へ
、
「
ハ
ハ

ν
ス
、
ス
グ
カ
エ

ν」

長
男
に
よ
る
突
然
の
ふ
報
に

接
す
る
や
、
末
っ
子
は
電
文
を

見
て
い
う
。

「
か
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ま
さ
か

-・」
半
信
半
疑
、
私
す
ら
元
気
で

長
浜
の
町
に
通
勤
し
て
い
た
妻

の
死
を
疑
わ
ず
に
は
お
れ
な
か

っ
た
。
誤
報
で
あ
れ
ば
と
念
じ

つ
つ
空
港
に
は
せ
た
帰
路
数
時

間
、
二
人
と
も
黙
し
て
一
言
も

語
ら
ず
、
た
だ
ほ
ろ
然
と
し

て
空
虚
な
限
を
窓
外
に
放
つ
だ

け。
お
宮
の
下
で
車
を
降
り
、
深

夜
の
坂
道
を
数
分
¥
刻
々
と

せ
ま
る
わ
が
家
、
妻
の
死
に
た

い
す
る
混
迷
と
襲
い
く
る
恐
怖

感
、
ラ
わ
つ
い
た
足
ど
り
で
遠

く
か
ら
二
階
の
妻
の
居
室
を
見

る
。
大
阪
に
行
く
五
か
月
前
と

同
じ
く
、
薄
暗
い
二
し
ょ
く
の

灯
が
窓
ガ
ラ
ス
に
は
え
て
い

る。
ま
ち
が
い
で
あ
っ
て
く
れ
れ

ば
よ
い
が
・
神
さ
ま
仏
さ
ま
:

と
今
ま
で
神
頼
み
な
ど
し
た
こ

と
も
な
い
私
が
は
じ
め
て
祈
念

す
る
心
境
。

急
い
で
石
垣
を
ま
わ
り
、
お

も
や
の
炊
事
場
を
見
た
瞬
間
、

が
く
然
グ
こ
う
こ
ラ
と
し
た
窓

あ
か
り
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
み

る
妻
の
死
に
た
い
す
る
直
感
。

も
ラ
ま
ち
が
い
な
い
W
一

頼
み
の
綱
も
切
れ
果
て
、
重

い
戸
を
あ
け
て
中
に
入
っ
た
。

通
夜
の
線
香
の
か
お
り
が
す

ぐ
鼻
に
つ
く
。

昭和46年 (1971年)11月2日H

有
線
放
送
電
話
も
番
号

で
申
し
込
み
ま
せ
ん
と

お
つ
な
ぎ
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
つ
ぎ
の
加
除

訂
正
表
は
、
い
ま
す
ぐ

電
話
帳
に
転
記
し
て
く

だ
さ
い
。

業
業容

農

理

千代子さんが乗っていた自転車(事故直後)へし曲
がったタイヤが事故の悲惨さを物語る

勾恥

睦

月

保

健

事

業

ブ

間

グ
ラ

ム

よく見えるところにはってご利用ください

き状つ
まのぎ
せ方の
んはよ
。接ラ

種な
で症

43 2 1 

1妊ア病つ接あ有
|産ν後て種る熱
|婦lレ衰いを方患
| ギ弱るおJ者
l者方こ糖
体ま な尿心
質た う病臓
のほ と患血
方著と者管
、しが脚系
まい不気、

た栄適患腎
は養当者臓
け障と、ま
い害認そた
れ者めのは
ん る他肝
性 疾医臓
体 病腕に
質 にが疾
の か予恵
方かwの

膚
集
団
検
-
訟
一

、〉町
一
川
引
ー
一
司
州
ー
吋
|
問
寸
l
M
H
l
と

抗

τ旧
民
間
同
い
同
川
川
ト
回
ト
医
院
町
時
情
帥

豆

一

岡

崎

健

闘

四

柏

戸

内

該

当

者

l

i

l

-

-

」

匹

も

一

|

I

l

l

i

-

-

l

i

l

l

I

l

l

i

-

-

-

-
同

1
z叩

き

一

い

つ

一

一

受

付

時

間

一

と

こ

ろ

一

該

当

者

一

一

と

一

一

一

一

昭

和

必

年

1

月

1

日

か

ら

一

一

万一

3
日
午
後
1
・
初
j
5
・

m
一
長
浜
町
体
育
館
一

4
月
羽
目
ま
で
に
一
一

更

一

一

一

一

ム

れ

た

こ

ど

も

Z

Z
ー

一

i

斗
1

1

1

1

1

」
出
羽
割
引
到
刊
記

官一

7
日
一
午
後
1
・
羽
i

3
・

m
一
長
浜
町
体
育
館

!
'
4
J
旬
月
引
日
記
で
に
一
一

子

一

一

一

一

ム

ま

れ

た

こ

ど

も

ご

凡

一

一

一

一

昭

和

初

年

1

月

T

日

か

ら

z

h
一
円
-
日
一
午
後
1
・
ぬ
j
5
・
凹
一
豊
茂
公
民
館
必
年
竹
刀
ぬ
日
ま
で
に
z

t
一

一

一

一

す

い

た

こ

ど

も

エ

し
ア
ー
ー
l
」

l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
M
日
同
げ
い
い
い
ド
I
l
-
-
z

比

一

四

骨

骨

一

一

一

均

一

門

該

当

者

〕

現

在

妊

娠

し

て

い

る

方

全

員

一

一

三
川
吋
ユ
判
例
制
問
」
l

J

引
J
i
l
l
引
|

|

|

1

1

1

1

1
需

主
ー
川
同
圧
序
回
仰
は
い
凹
』
臨
時
晴
館
[
I
l
l
i
-
-
|
I
l
l
1
1
1
1
一
一

叩

一

一

即

断

同

郎

町

伊

仙

E一
一

一

一

日

一

門

該

当

者

〕

一

一

当
一
①
ジ
フ
テ
ソ
ヤ
と
百
日
咳
の
悶
方
と
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
立

と
一
昭
和
初
年
6
月
1
日
か
ら
“
年
8
月
引
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
ど
も
さ
ん
需

嗣

一

と

前

年

度

3

回

接

種

さ

れ

た

こ

ど

も

さ

ん

認

の

一

②

ジ

フ

テ

リ

ノ

ア

だ

け

受

け

れ

ば

よ

い

方

一

一

回
一
来
年
(
幻
年
)
度
入
学
す
る
こ
ど
も
さ
ん
と
現
在
小
学
6
年
生
の
児
童
一
一

実
「
川
ー
引
斗
|
到
付
|
同
町
日
間
|
」
|
|
日
l
i
d
-
-
刻
1
l
i
-
-
1
1
1
1
-
-
」
市

J

一

?

日

一

午

後

1

・

犯

1

2

・

犯

一

出

海

小

学

校

一

切

沖一

μ

一
午
後
3
a
m
t
4
@
凹

一

櫛

生

小

学

校

I

l

l

i

-

-

z

i

-

-

l

l

l

z

 

ヨ

一

旬

日

十

午

後

1

・

初

、

t

2

0

犯

一

白

滝

公

民

館

一

一

ぐ

園

日

日

一

午

後

1

・

犯

1

2

0

犯

一

豊

茂

公

民

館

一

一

川

」

|

弔

劃

引

ぺ

叫

川

引

パ

叫

-

大

和

小

学

校

一

町

何
日
一
午
後
1
・

m
J
i
3
・

m
一

長

浜

町

体

育

館

立

川
円
「
内
政
川
出
川
山
-mJ
一

!

今

坊

隣

保

崎

一

一

岡

山

引

劃

相

判

!

一

一

一

一

集

団

検

診

一

二

〔
該
当
者
〕

門
該
当
者
〕

相
才
以
上
の
方
で
申
し
込
タ
を
し
て
い
る
方

ろ
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